
第１３２回化石研究会例会が２００９年１１月２１日から２２日

に豊橋市自然史博物館にて開催された．この例会で

は，シンポジウム「古生物の復元」と豊橋総合動植物

公園の見学会が行われた．今回の特集は，シンポジウ

ムで発表された４題の講演をもとにしてまとめられた

ものである．

このシンポジウムは，豊橋市自然史博物館が２００４年

に古生代展示室，２００８年に中生代展示室を改装したこ

ともあり，博物館における古生物復元について，調査

研究や展示，教育普及活動の観点から議論することを

目的として企画された．古生物の復元といえば，一般

には恐竜をはじめとした大型脊椎動物が取り上げられ

ることが多く，これまで化石研究会では，「束柱類の

進化－戸狩標本発見１００年および足寄動物化石博物館

開館を記念して」（１９９８年，第１６回総会）や「日本の

長鼻類化石研究はどこまで進んだか」（２００５年，第２３

回総会），「日本の恐竜学最前線」（２００７年，第１２８回例

会）などのシンポジウムが行われ，脊椎動物の復元に

関しても議論されている．豊橋市自然史博物館でも恐

竜やマンモスに関する復元についてのシンポジウムや

イベントを開催してきた．しかし，脊椎動物以外の生

物についても復元に関する多くの研究があり，これら

を紹介していくことは博物館の教育普及活動として重

要である．そのためシンポジウムでは，植物及び無脊

椎動物についての復元をテーマとして，話題提供を

行った．

断片的な化石を元にした古生物の復元は，多くの困

難を伴う．より正確な復元には，本特集の大野照文氏

の報告にも述べられているとおり，保存の良い化石の

発見，妥当な研究手法，適切な解釈が重要である．大

野照文氏からは，その具体例としてエディアカラ動物

群の復元について紹介されている．田中源吾氏によ

る，三葉虫や介形虫の眼の化石に関する最近の研究成

果や例外的に保存の良い昆虫の眼の化石の研究も，ま

さにこの具体例と言える．一方，近年の博物館では，

常設展示，企画展，教育普及行事などにおいて，復元

された古生物の姿をただ復元図として紹介するのみな

らず，時には復元の過程をも含めて，観覧者に分かり

やすく紹介するための多くの試行錯誤が行われてい

る．本特集では具体例として，松岡敬二氏および吉川

による豊橋市自然史博物館での無脊椎動物と植物の復

元と展示手法に関する報告が掲載されている．

この特集が，これから古生物を復元しようという研

究者の指針として，また古生物への興味関心を高める

ような，博物館展示や教育普及活動の一助となれば幸

いである．
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